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インフラ基本計画 

（中間とりまとめ） 
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インフラ基本計画の方向性（素案） 

◆ まちづくりのビジョン 

◆ インフラ基本計画の方向性（インフラ基本計画（たたき台）イメージ参照）

■ その他駅×街空間にかかる主な取組み ■ 開発を支える主な基盤整備 

駐車場 

道 路 

自転車関連インフラ 

親水 

環境 

防災 

治水 

まちづくりの進め方 

○まちづくりへの取組みと基本的な 
ルールの共有化 

 
○民間と行政が連携・協働したまち 

づくりへの取組みに対する支援 
(施設整備に見合うｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ付与等) 

駅・鉄道 

駅前広場 

【広域交通機能の強化】 

○成田・羽田アクセスの強化 

○首都圏各方面へのアクセス強化 

【回遊性の向上、乗換え利便性】 

○歩行者ネットワークの形成 

・悠々回遊リンクの形成 

  線路上空デッキ 

  デッキレベルの南北動線 

・MM21 など周辺市街地への歩行者 

動線の強化 

・中央通路と西口地下街の円滑な接続 

○ターミナルコアの形成 

○鉄道施設の改良 

【駅前広場の再編】 

○西口駅広の再編（路線バス乗降場 

集約化、タクシー乗場の分散配置） 

○東口駅広の再編（タクシー駅前移設、

路線バス集約化やYCAT駅前移設など

の再配置を検討） 

○国道 1号交差点改良 

【自転車関連】 

○走行環境改善、東西横断ﾙｰﾄの検討

【防災インフラの整備】 

○滞留スペースの確保 

○情報伝達システムの構築・整備 

【親水空間の整備】 

○親水拠点や遊歩道の整備

【環境インフラの整備】 

○地域冷暖房施設の供給ﾈｯﾄﾜｰｸの構築 
【駐車場連携】 

○地下駐車場連絡路の整備 

○駐車場整備ルールの策定 

【幹線、骨格道路の整備】 

○広域幹線道路の整備 

（横浜環状道路等） 

○地区内幹線道路の整備 

（北幸線、支線 1号線） 

○主要渋滞箇所の交差点改良 

（青木橋、浅間下、岡野） 

■ 駅及び駅前広場にかかる取組み（駅構想図（たたき台）イメージ参照）

歩行者空間 

７．協働共創戦略 

１．横濱中心戦略  

２．環境創生戦略 

３．安全安心戦略 

４．感動空間戦略 

５．悠々回遊戦略 

６．交通転換戦略 

重点的なプロジェクト 

○世界に誇れる駅プロジェクト 

○交通転換・拡充プロジェクト 
○水のまちプロジェクト 

□将来自動車流動の見通し 

・横浜環状北線等の整備による通過交通の減 

・開発に伴う発生集中交通量の増 

⇒自動車流動の質の転換（通過→来街） 

※１ 平 20 年度の歩行者流動調査に基づく、歩行者推計（平日） 

※２ Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３ 

※３ Ｔ１×２＋Ｔ２ （改札の通過数を示すため、乗継ぎ客は2人とカウント） 

【治水安全度の向上】 

 
○開発にあわせた橋梁架け替え（鶴屋橋等）

○    〃  敷地内貯留

○河口部の河川改修 

○下水道整備 

【国際化対応】 

 ○世界に誇れる駅プロジェクトの推進（機能強化、顔づくり） 

□将来歩行者流動の見通し 

・人口減、神奈川東部方面線開通等による乗継ぎ 

流動の減 

・開発床の増、羽田空港の国際化等による鉄道から

街への移動客増 

⇒歩行者流動の質の転換 

（乗り換え→来街・回遊） 

◆ 基盤整備の基本方針 

まちづくりの戦略 施設整備の基本方針 

□社会潮流・現状 

 

 

 

 

 

 

○横浜駅周辺の現状と動向 

・首都圏有数のターミナル 

・まちとしての魅力は不足 

・災害に対する脆弱性 

・開発機運の高まり 

○取り巻く環境・社会潮流 

・成熟社会の到来（人口減少、高齢化社会） 

・国際化・都市間競争の激化 

・環境問題への関心の高まり 

・羽田空港の国際化 

・神奈川東部方面線の開通 

□効果の検証（※1）      （単位：万人/日） 

⇒歩行者流動（※2）の増  （110→126（＋16）） 

(参考)鉄道利用者数（※3）の減（160→149（▲11）） 

Ｔ１：自由通路を介し、駅改札間を出入りする歩行者流動 

Ｔ２：自由通路を介し、駅改札とまちを出入りする歩行者流動 

Ｔ３：まちからまちへの歩行者流動 

⇒都市間競争を勝ち抜くため、エキサイトよこはま 22 に基づき、 

官民連携による開発及び基盤整備を推進する 
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北幸線の整備 

地下駐車場連絡路 
（南側一部区間）の整備 

河口部の河川改修
（概ね 10 年） 

国道１号交差点の改良 

水辺の回遊空間 

栄本町線支線 
1 号線の整備 

国道1号横断デッキの拡充 

線路上空デッキの検討・整備 

多様なアクティビティ
の拠点整備 

「環境インフラ」 

◆ 地域冷暖房施設の供給ネットワークの構築 

◆ 街路樹の整備、緑地・広場等の拠点的な緑の整備 

「防災・情報インフラ」 

◆ 情報伝達システム整備 

◆ 船舶やバス等を利用した代替交通手段の検討 

魅力的な通りの実現 

魅力的な通りの実現 

沢渡中央公園の 
防災機能強化 

渋滞ポイント
の交差点改良 

駐車場の接続・
連携 

※イメージ図であり、具体的な位置・規模を示すものではありません。 

海を感じる水辺空間 
水上交通の拠点整備 

西口駅前広場の再編 
・路線バスの駅前集約化 
・タクシーの分散配置等 

鶴屋橋架け替え（概ね 10 年）
（橋脚撤去、歩道拡幅） 

＜河口部の狭隘部＞ 

＜帷子川本川の橋梁群＞

「駅・鉄道」 

◆ 乗換利便性の改善 

◆ バリアフリー施設の拡充 

◆ 横浜駅を中心とした多方面へのアクセス性強化 

「歩行者空間」 

◆ ターミナルコアの形成 

◆ エリア内の歩行者空間のバリアフリー化 

「自転車関連インフラ」 

◆ 主要な自転車ルートにおける走行環境改善と東西横

断ルートの検討 

「治水」 

◆ 開発にあわせた橋梁架け替え 

◆ 開発に伴う敷地内貯留施設の設置等 

◆ 開発にあわせた地盤嵩上げや止水板の設置 

「親水」 

◆ セットバック等により創出される新たな河川沿いの空間

について、地区特性に応じて親水拠点や遊歩道を整備 

◆ 河岸的な親水空間を実現するため、水門等の方策を検討

◆ 海と川をつなぐ水上交通の検討 

◆ 水質改善方策を検討 

【上記以外の主な取組み】 

水辺と橋詰の修景

渋滞ポイント
の交差点改良 

【 インフラ基本計画（たたき台）イメージ 】 

悠々回遊リンクの形成

東口駅前広場の再編 
・路線バス、ＹＣＡＴの再配置等の機能拡充 

・線路上空デッキと駅前広場の円滑な接続 

・観光ターミナルの形成（観光バス、水上バス等の集約） 

【参考】公共主体に個別検討中の事項 

○鶴屋橋架け替え（予備設計） 

○鶴屋橋架け替えにあわせた、きた西口広場のあり方検討

○中央通路とダイヤモンド地下街の円滑な接続の検討 

○駐車場ルールの策定（平 22.8 月運用開始） 

○治水安全度向上に向けた取組み目標の共有 

◆概ね 10 年 

河川 1/50（※）（河口部改修、鶴屋橋架け替え） 

 下水 1/30（センターゾーン） 

◆将来 

 河川 1/100 

下水 1/30（センターゾーン+隣接地区） 

下水+開発に伴う敷地内貯留 1/50（センターゾーン）

（※）１／Ｎ…Ｎ年に 1 回の降雨に対応する施設整備 

河川は、横浜駅周辺（西口）における流下能力を示す。

流域全体の治水安全度向上に向けては、河床掘削の 

ための橋梁部の対策が必要。 

センターゾーンにおける 
下水道整備（概ね 10 年） 

中央通路と西口地下街
（ｻﾞ･ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ）の円滑
な接続 隣接地区における 

下水道整備 
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：悠々回遊リンク 

：ターミナルコア 

：線路上空デッキ 

：南北ﾈｯﾄﾜｰｸ(ﾃﾞｯｷﾚﾍﾞﾙ)

：周辺地区連絡デッキ 

：地下自由通路 

：主な開発想定エリア 

：駅前広場 

※現存するデッキ、または現在

具体に計画中の開発エリア・デ

ッキは実線 

≪その他駅機能強化≫ 
・案内サインの充実 
・乗換え利便性の改善 
（東急東横線・みなとみらい線⇔市営地下鉄間等） 
・バリアフリー施設拡充

東口駅前広場

西口駅前広場 

＜京急線＞ 
・みなみ通路方面とのアクセス改善 
 （ターミナルコア整備とあわせた改善） 
・南改札のバリアフリー化 

【 駅構想図（たたき台）イメージ 】 

【 線路上空デッキとターミナルコアの接続について 】 

・ 線路上空デッキと各ターミナルコア間を円滑に接続するためには、デッキレベルの【南北ネットワーク】を確保することが重要。 

・ この南北ネットワークを介し、線路上空デッキから地上・地下をつなぐ一連の空間を【広義のターミナルコア】ととらえ、これらを円滑に接続することで、まちの回遊性向上に寄与する。 

悠々回遊リンクの形成 

国道１号横断デッキの拡充 

国道１号交差点の改良 

鶴屋橋架け替え 

（橋脚撤去、歩道拡幅） 

西口駅前広場の再編 
・路線バスの駅前集約化 
・タクシーの分散配置等 

東口駅前広場の再編 
・路線バス、ＹＣＡＴの再配置等の機能拡充 

・線路上空デッキと駅前広場の円滑な接続 

・観光ターミナルの形成（観光バス、水上バス等の集約）

＜市営地下鉄＞ 
・混雑緩和に向けたホーム等の改良 
・バリアフリー施設拡充 

＜東急東横線・みなとみらい線＞ 
・10 両化対応のためのホーム延伸 

＜相鉄線＞ 
・建替計画に合わせた駅舎全面改修 
・バリアフリー施設拡充 

中央通路と西口地下街（ザ・ダイヤモンド）

の円滑な接続 

＜ＪＲ線＞ 
・横須賀線ホーム拡幅 
・バリアフリー施設拡充検討 

※イメージ図であり、具体的な位置・規模を示すものではありません。 
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